
町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

戦後の混乱期、焼き物の里・信

楽に絵を描くことが大好きな少

女がいた。貧しくとも精一杯働

きながら、陶芸家への夢を膨ら

ませる。だが、弟子入りを志願

して窯元をまわっても、「女に

は無理や」と断られてばかり…。

苦労も失敗も朗らかに乗り越え

て、新たな道を切り開いた陶芸

家・神山清子の笑いと涙の人生

物語です。

ポプラ社

小説

朝ドラのモデル、陶芸家・神山清子物語

那須田 淳 著 /『緋色のマドンナ』

手品師のおじさんとうさぎのステキなマジックショー

せな けいこ 作・絵 /『うさぎのまじっく』

百舌鳥・古市古墳群も大特集

『一生に一度は行きたい 日本の世界遺産』

2019年に新たに登録された百

舌鳥・古市古墳群大特集をはじ

め、京都の神社仏閣、姫路城、

名峰富士、屋久島・知床の大自

然、長崎と天草地方の潜伏キリ

シタン関連遺跡など、日本の世

界遺産23カ所を美しい写真と

ともに解説しています。改めて、

世界に誇る日本の文化・自然の

素晴らしさを教えてくれるおす

すめの１冊です。

宝島社

教養娯楽

バイク事故で頸椎損傷。18歳

で車いす人生となった著者が、

絶望から10年を経て、車いす

単独世界一周を果たすまでの旅

の記録。石畳地獄のヨーロッパ、

尻にむち打つ長距離列車…。

「世界はバリアにあふれている。

でも、あらゆるバリアは人の手

で越えられる。」素晴らしい行

動力と挑戦に、心揺さぶられる

おすすめの１冊です。

光文社

一般書

270日間、介助者なしの車いす一人旅

三代 達也 監修 /『一度死んだ僕の、車いす世界一周』

手品師のおじさんの帽子から、

耳を引っ張って出されるうさぎ。

痛い思いをしているのに、いつ

もほめられるのはおじさんばか

り。嫌気がさしたうさぎは、マ

ジックの本で勉強します。そう

とは知らないおじさんは…。ゆ

かいなお話の展開とほのぼのと

した結末が楽しい、子どもさん

への読み聞かせにおすすめの１

冊です。

鈴木出版

児童書

こ ～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『じゃあじゃあびりびり』（まついのりこ作・絵）

橋本 風花さん
〔浅井区〕

今月の案内人

「じどうしゃぶーぶーぶーぶー」「みず
じゃあじゃあじゃあ」、楽しく明解な
絵とリズミカルなことば。音から物を
認識する絵本。

Library Information

図書室からのお知らせ

■図書室の本の再活用について

　図書室で不要になったバッ

クナンバーの雑誌やこれまで

に持ち寄られた本から、お１

人様５冊までご自由にお持ち

帰りいただけます。ぜひ、ご

利用ください。

■日時　11月10日（日）

　　　　午前９時～午後５時

　　　　（無くなり次第終了）

■会場　図書室入口

■０歳児からのおはなし会

■日時　11月14日（木）

　　　　午前10時30分～

■会場　図書室おはなしのへや

町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library
町生涯学習センター図書室からの11月のおすすめ図書
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■令和元年度「上益城地区社会
　人権教育研究集会」が開催

　９月26日（木）御船町カルチャー

センターで「上益城地区社会人権教

育研究集会」が開催され、郡内の企

業関係者・教職員・住民・行政職員

などが参加しました。

　集会では、「御船町の取り組み」

について特別報告が行われ、啓発映

画「そんなの気にしない」を鑑賞。

この映画のタイトルは、同和地区出

身だという主人公の告白に対して２

人の関係はこれまでと変わらないこ

とを伝えるために親友が発した一言

です。（「気にしない」という言葉に

は、そのことをマイナスに見る意識

があるのかもしれません）しかし、

その一言がきっかけで２人の心はす

れ違っていきます。参加者は鑑賞を

通して、私たちが普段何気なく使う

言葉や態度が、相手を傷つけるかも

しれないことを学びました。

　また、ハンセン病の人権語り部と

して活動されている熊本県人権セン

ターの中修一さんが「ハンセン病を

めぐる人権」と題し講演。中さんは

「国の強制隔離政策などにより、ハ

ンセン病に対する誤った認識が人々

の心に根付き、今でも元患者やその

家族を苦しめています。当事者であ

る私が話をすることで、誰もがあり

のままで生きていくことができる社

会にしたいです」と話されました。

▼

自
身
の
体
験
を
交
え
て

　

講
演
す
る
中
さ
ん
（
左
）

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

Public Hall
町公民館からのお知らせと話題

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　

10
月
11
日
（
金
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、「
東
田
ト
モ

ヒ
ロ
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
同
セ
ン

タ
ー
の
自
主
文
化
事
業
と
し
て
、

町
教
育
委
員
会
が
主
催
。

　

熊
本
市
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
東
田
ト
モ
ヒ

ロ
さ
ん
が
出
演
し
、
ギ
タ
ー
を

弾
き
な
が
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を

歌
い
ま
し
た
。
東
田
さ
ん
は
ソ

ロ
ラ
イ
ブ
だ
け
で
な
く
、
フ
ジ

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど

に
も
出
演
す
る
な
ど
精
力
的
に

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

来
場
し
た
約
１
０
０
人
は
、

自
然
に
寄
り
添
っ
た
暮
ら
し
や

旅
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
楽

曲
の
数
々
を
手
拍
子
を
し
た
り

じ
っ
く
り
聞
き
入
っ
た
り
し
な

が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
（
水
）
岩
下
の

「
ヨ
リ
ド
コ
ロ
え
ん
が
わ
」
で

コ
ー
ヒ
ー
の
い
れ
方
の
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
水
田
和
弘
さ
ん
か
ら
、

コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
国
や
生
産

量
・
消
費
量
ト
ッ
プ
５
、
ロ
ー

ス
ト
の
種
類
、
ひ
き
方
の
種
類
、

使
う
道
具
な
ど
を
ク
イ
ズ
形
式

で
学
習
。
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ

コ
ー
ヒ
ー
の
い
れ
方
に
つ
い
て

説
明
し
て
も
ら
い
、
参
加
者
は

自
身
で
コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
、

ロ
ー
ス
ト
の
違
い
に
よ
る
味
わ

い
な
ど
を
確
認
。
コ
ー
ヒ
ー
の

香
り
が
部
屋
中
に
広
が
り
至
福

の
ひ
と
と
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
今
日
か
ら
コ
ー

ヒ
ー
を
い
れ
る
楽
し
み
が
で
き

ま
し
た
。
お
友
達
を
呼
ん
で
ご

ち
そ
う
し
た
い
で
す
」
と
コ
ー

ヒ
ー
豆
を
手
に
笑
顔
で
感
想
を

話
し
ま
し
た
。

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
自
主
文
化
事
業

美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
ま
し
ょ
う

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

▲優しい歌声と演奏を披露する

東田トモヒロさん（右）

▲コーヒーの淹れ方を実演する

講師の水田さん（右）

▲

自主文化事業のお知らせ

宮本ファミリーふれあい
コンサートを開催します

●開催日時

　12月３日（火）

　午後６時開場

　（午後６時30分開演）

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●入場料

　無料

●主催

　甲佐町文化協会・町教育委員会

家族４人ともプロの音楽家という

宮本ファミリーが再来町！皆さん

にもなじみのある楽曲を中心に演

奏します。ぜひご来場ください。
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